特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　週刊ニュース　３月１６日　３４７号
3月度植物観察例会　　八幡三川合流部を訪ねる　12日10人　　

東北大地震の影響で参加者が極端に減少するのではないかと心配していましたが、インターネットや淀川資料館などでの案内をきっかけに参加したという皆さんがお越しになりました。アマナはしっかりと芽を出していました。イヌナズナはまだまだ小さく発見が困難で、数も減少していましたが、見つけることが出来ました。また希少植物のノウルシやマツカサススキなど希少植物の多くにも出会えました。解散した後にも少し時間をかけて調査と観察を行い記録にとどめました。
京都府植物誌目録ノート説明会　京丹後市会場3月12日　植物関係者の輪が広がる・・47人の参加で大成功　　
まさか会場が満員になるとは誰も予想していませんでしたが、開会時間前には受付けに人の列が出来るほどになりました。用意した「ノート」を協力希望される人が続き、持ち込んだ数量を越えて、当日お渡しできない事態になってしまいました。講師の村田先生や上島さんのお話は丹後地方に見られる植物と地域の特長の説明に皆さん納得顔でした。専属バンドの｢花みずき｣さんの大正琴演奏には立ち上がって拍手されていました。

　とくに地元の皆さんが説明会のお誘い案内に大きな役割を果たしていただきました。安達さんや松村さんはご友人や植物愛好家の方々にチラシを増し刷りしてお誘い案内をしていただきました。新しい里山の会との連携の輪が京都の北部に広がりました。雪の中何回も峰山に足を運んだ努力が報われました。一般新聞で開催案内記事の掲載があり、広く地域に伝わりました。

カスミスミサンショウオ保全のためにURを訪ねる　プロジェクトを使った説明を受ける　14日(月曜日)の午後事務局の3名が尋ねました。今回は下請けをされている企業と職員2名の出席があり、丁寧でかつわかりやすいお話でした。慎重な対応を強く要望しておきました。又カスミサンショウウオの権威者松井京都大学教授による説明会を開くとの明言がありました。
3月25日に説明会の開催の連絡が届きました。時間は午後２時からで、開催場所は近鉄高ノ原下車8分にありますUR事務所とのことでした。都合のつく方御参加下さい。里山の会までfaxで申し込みを下さい。

新年度理事3名の方の推薦が固まる　　先週の事務局会議で理事推薦の候補に上がった皆さんにご依頼を申し上げたところ、3名の皆さんが快く了承いただきました。
新年度の活動方針を検討　「楽しい活動　楽しくなる活動　楽しくする活動」をスローガンの提案に合意

親子花見乗船体験は4月3日(日)10時に開催　　場所；馬坂川河床
3月21日　10時～12時まで　会場の雑草の刈り取り作業とゴミの除去作業　プログラムも固まる

本年第3回目の理事会　22日に招集　中央公民館で　　　会誌30号の原稿募集日迫る20日大至急作製し送付を
東北大地震と福島原発事故の学習会を開催　16日に4号炉の屋根がとびウランがむき出し状況と報道
天白俊馬先生を事務局会にご出席いただき｢地震はなぜ起こるのか、なぜ津波が何回も押し寄せるのか、原子力発電所の仕組みと放射能やウランについて基礎的な学習会を開きました。こうした学習会を各地で開催してはどうかといった意見がありました。里山の会として救援活動で何が出来るかを検討しました。
4月10日　春の野草を食する会　大勢のご参加をお待ちしています。

第10回通常総会4月22日火曜日19時から社員の皆さんはご出席下さい。今回は役員選出が大きな議題です。
京都府植物誌目録ノート説明会
参加者歓迎

３月19日　13時30分～16時まで　京都市南区

　　　京都府立勤労福祉センター　京都テルサ
講演　「京都府植物誌目録ノート」と京都の植物　光田重幸先生


















